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1. はじめに
会議の日程調整には様々な方法が考えられるが，時間
と労力を必要とするものがほとんどである．最近では，
グループウェアを用いて会議の日程を決める場合もある
が，会議の参加者全員のスケジュールが共有され，あら
かじめ正しく入力されていることが前提となっている．
また，全員に都合のよい日時がなかった場合に，交渉を
行う機能を有するグループウエアは存在していない．
そこで，我々はモバイルエージェントを用い，事前に
スケジュールの入力を行う必要がなく，日程調整におい
て必要であれば交渉を行う会議日程調整システムを開発
している [1]．しかし，ユーザがシステム利用時にログ
インするための認証用コンピュータを特別に設け，常時
起動しておく必要があった．また，ユーザが日程調整の
途中でログアウトすることには対応できていなかった．
本稿ではシステム利用者のうち誰か一人は必ずコン
ピュータ (以後ノードと呼ぶ) を起動しログインしてい
るという仮定のもとで，常時起動しているノードが固定
されない分散型会議日程調整システムを提案する．

2. 会議日程調整システム概要
本システムは，我々の研究室で開発しているモバイル
エージェントフレームワークMaglog[2]を用いて開発し
ている．我々が対象としている日程調整は，会議の参加
者と会議に要する時間及び会議開催の候補となる一定
の期間が与えられ，その期間内でどの日時に会議を開催
するのが適切かを決定するものである．
本システムには，招集者によって会議ごとに生成さ
れ，各参加者のノードを移動して日程の調整及び通知を
行う調整エージェント，調整エージェントにより参加者
ごとに生成され，招集者，参加者の間を移動し予定を収
集する収集エージェント，ユーザの認証を行うユーザ管
理エージェントが存在している．調整エージェントは日
程調整の際に参加者全員に都合のよい日時がない場合，
適切な日時において任意の参加者と予定変更の交渉を
行う．適切な日時は，交渉が必要な時間数，交渉が必要
な参加者数が少なくなるように決定する．招集者が開催
を希望している時間も考慮する．

3. 分散型会議日程調整システム
分散型会議日程調整システムでは分散ハッシュテーブ
ルの一種である Content-Adressable Network(CAN)[3]
に基づくP2Pネットワークを用いる．CANでは (キー，
値)のペアが仮想座標空間に格納され，仮想座標空間は
いくつかの領域に分割されている．領域はノードが所持
するが，ノードの参加，離脱によって分割，統合され，

領域を所持するノードは変化する．
提案システムでは，ユーザはログイン時には領域を

割り当てられ，ログアウト時には他のノードに領域を
返還する．また，位置の特定が必要なエージェントは，
エージェント固有の IDをキーとし，キーがマッピング
されている領域に配置される．つまり，エージェントの
配置されているノードは動的に変化する．エージェント
の配置されているノードの変化を図 1に示す．ユーザ管
理エージェントの配置されているノードがノード Cか
らノード Bに変化しているのがわかる．

図 1: エージェントの配置されているノードの変化

4. おわりに
本稿では分散型会議日程調整システムを提案した．提
案システムではユーザ管理エージェントは動的に移動
するため，ユーザ認証専用のノードは必要なくなる．ま
た，ログアウト時に各エージェントを他のノードに移動
させることにより，誰かがシステムを利用しているとい
う仮定のもとで，日程調整の途中であっても自由にログ
アウトすることが可能となる．
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